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蒲原平野における歴史生態システムと農業景観
野間晴雄
1. はじめに
かんばら
信濃川・阿賀野川の下流域は，旧郡名をとって蒲原と呼ばれる。明治13(1880) 
年に東西南北の蒲原郡に分割されるまで，新潟平野下流域のデルタとしてひと
つの地理的単元をなしていた。ここは近世になってもなお池沼が埋積されずに
残り，マコモZizanialatimolis TurczやヨシPhragmitescommunis Trinius 
の生い茂る一大低湿地帯であった。
また，蒲原は水害常襲地帯でもあり，信濃川の破堤に限っても，享保19(1734)
年から明治17(1884)年までの150年間に98回を数える（金沢農地事務局
1959 : 37)。このような状況のもとで，低湿地稲作は低次の段階にとどまり，
規模の経済は働いても，低い農業生産力に甘んじねばならなかった。窮乏のど
ん底にあえぐ農民は農地を次々と手放し，小作農や地主に雇われる奉公人にな
っていく。「越後蒲原ドス蒲原で，雨が3年日照りが4年，出入り 7年困窮と
なりて，新発田様へはお上納ができぬ。田地売ろうか子供売ろうか，田地は小
作で手がつけられぬ……」という，「蒲原くどき」にはこのような低湿地の稲
作農民の悲哀が込められている。
蒲原平野の周縁部では近世中期以降の新田開発ブームのなかで，享保18
しうんじがた
(1733)年の紫雲寺潟干拓に代表されるような大規模工事も行われている。し
かし蒲原平野自体の開発は治水工事の困難さから周縁部に比べ著しく遅れ，本
格的な開発は明治以後に持ち越されるのである（菊地 1977: 232)。
開発の画期となったのは明治42(1909)年起工，大正11(1922)年に通水し
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図 1 新潟平野の地形と主要河川・放水路
野間 (1995) による。
おおこうづ
た信濃川の放水路である大河津分水である。大河津分水の完成により蒲原平野
はようやく外水の脅威から開放され，これ以後は平野の内水対策にその重点が
移っていく（大熊 1988)。ポンプ排水，用排水の分離，耕地整理，暗渠排水等，
20 
蒲原平野における歴史生態システムと農業景観（野間）
t・ んすい
さまざまの土地改良事業が行われ，湛水田は湿田，半湿田となり，現在見るよ
うな見事な乾田に変貌をとげた。新潟平野の開発史とは，閉塞された過剰な水
を日本海にショートカットして下流の洪水を防ぎ，湿地を農地に改変してきた
300有余年の歴史である（野間 2004b)。
耕起，田植え，刈りとり，脱穀，乾燥とすべてが機械化された現在の蒲原の
農村からは，かつての腰までもぐる湿田での稲作は想像もできない。路傍に残
されたハザ木（稲架樹）が，わずかに当時の姿を伝えている。しかしながら，
一歩農家に足を踏み入れて老人の話に耳を傾けるならば，かつての低湿地蒲原
の姿が鮮明に浮かび上がってくる。この人たちがいなくなれば伝統的稲作農業
の記憶は蒲原から永遠に消え去ってしまう。私はその最後の時期に居合わすこ
とができた。集中的な調査は昭和52~54 (1977~1979) 年の春までで，はるか
四半世紀前に遡る。しかし，その後も私は断続的に蒲原平野を訪れては，急激
な変化のなかにある農村の歴史生態 (historicalecology)の変容を見届けよう
とした。
本稿は新潟平野のうち， とりわけその下流に展開する蒲原平野の土地改良に
よって，見た目に湿田状態を脱する以前の時期に焦点を当てて，その歴史生態
を西蒲原という郡レベルで分析することを目的とする。その際に，これまで私
が係わり，その成果を公表してきた村レベル，個人レベルでの農民への聞き取
り調査による情報（野間 1979;野間 1980)を駆使してその蓋然性を高めてい
きたい。
2. 研究の基本視角
(1)蒲原平野の歴史生態システム
本稿は農業技術および農村社会を環境との関わりを重視しつつ，歴史的に考
察して，地域類型を求めようとする筆者の研究方向の一環である。具体的な目
標としては，蒲原平野の土地環境の生態学的な把握と，その環境を農民がいか
に認識し，いかなる農業技術をもって適応していったか，その過程を究明する
ことにより，低湿地稲作農業の地域類型を析出することである。
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この目的のために用いる枠組が生態システム (ecosystem)の概念である。
この概念は植物生態学者タンスレー (Tansley) によって，クレメンツ
(Clements)批判の中から生まれきたのであり（沼田 1969a:12), 生物群
(organism-complex)のみならず，バイオーム (biome)の環境とよばれる無
機的要因のすべてをも含めたもの，すなわち自然の基礎的なユニットである（沼
田 1969b: 14)。フォスバーグ (Fosberg)はタンスレーの概念をさらに発展
させ，エコシステムとは「機能的な相互作用をするシステムであり，それは 1
つあるいはそれ以上の生物群とそれに影響を与える物理的• 生物的環境とから
成りたっている」 (Fosberg1963 : 2) と定義している。イギリスの地理学者で
さんご礁研究から出発したストッダルト (Stoddart)は，地理学に生態システ
ムの概念を方法論的なレベルで適用することを試みている。彼は地理学研究に
適用できる生態システムの属性を次の 4つであるとする (Stoddart1967 : 
524-528)。
l)人間と環境，あるいは動植物と環境を 1つの枠組の中で考察できる一元
性 (monistic)。
2)構造 (structure) をもつ。
3)機能 (function) をもつ。
4)一般システム (generalsystem)のータイプであり，その属性を備えて
いる。
それでは，「低湿地における歴史生態システム」とはいかなるものか。今，
仮に「低湿地環境とそこに展開される人間の行動の時間幅を有する機能的諸関
係」と定義していみたところで，「低湿地」とはいかなる要素から成り，いか
なる属性をもつかを明確にする必要がある。本稿では低湿地の要素として，地
形土壌，植生，水に限ることにする。
この4要素のなかでもとりわけ地形が第一義的な重要性をもつ。したがって，
本稿の前半部では地形を中心にし，蒲原平野の特色を見いだすことに主眼をお
く。ここで必要なことは地形それ自体の性格の究明ではなく，あくまでも低
湿地稲作農業にとっての地形の性格づけである。
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この性格づけの過程で，いくつかの地形区分を行って，蒲原平野のうちで対
象とする西蒲原郡をいくつかの暫定的な地形面にわけることになる。この区分
に際しては他の要素も配慮して，もっとも合理的な区分にしなければならない。
さらにこの区分の正当性を農業生産力から検証を試みてみたい。その後に，農
業景観要素や水利システムをこの区分にオーバーラップさせながら，蒲原平野
の歴史生態システムにおける「うつわ」＝環境の性格を考察する。
筆者が以前に公刊した西蒲原郡の 2つの村落での史料と聞き取りを結合させ
た詳細なモノグラフ（野間 1979;野間 1980) と本稿は地域のスケールが異な
り，それに対応した生態的諸要素の組み合わせも自ずと違ったものになる。こ
の組み合わせをわれわれは稲作農業に対する自然条件とか自然的基礎とよぶ
が，耕作農民にとっては生産• 生活の場そのものである。
この「場」を農民は自らの価値基準に従って分類し序列をつける。その分
類はエスノサイエンス (ethnoscience)の一部門としてみなされている民俗分
類 (folktaxonomy)である (Sturterant1964 : 101-113)。この分類法を検討
することによって，「知覚された環境 (perceivedenvironment)」としての蒲
原平野低湿地の特質がつかめるのではないだろうか。この所与の「知覚された
環境」を技術を媒介として改変していく過程が開墾であり，耕地の改良であ
る。ただし，このような推論の可能なスケールは個々の農民や集落レベルで
あり，水利の改変のような集落レベルを超えた大規模な土地改良事業などへの
適用にば慎重にしなければならない。
これまで述べてきたことからもわかるように，歴史生態システムにはいくつ
かの地域スケールが存在する。これは歴史生態システムの階層性ともいいかえ
られる。どの地域スケールにどの農業技術が対応するか，その厳密な検討を経
なければならない。
次に検討すべきは， ミクロにとらえた地域をいかにマクロな地域類型の中に
位置づけるかという問題である。浮田典良はこの位置づけの方法として，①機
能的な媒介を通して，階層的に結合させる，結節システム的な方法，②相互の
共通点や等質性を求めつつ，地域的連続性のなかで一般化ないし類型化してい
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く方法，③地域的連続性にはとらわれずに，一般化ないし類型化していく方法，
の3つを掲げている（浮田 1970: 46-47)。
本稿では浮田のいう②の方法を用いて，低湿地稲作の地域類型を求めていき
たい。この方法によって，低次のレベルの生態システムをより高次のレベル
の生態システムヘ止揚していくことが可能となろう。さらには③の方法も模索
し， 日本の稲作・アジアの稲作の比較への試金石としたい。
(2)蒲原平野の農業に関する既往の研究
蒲原平野の農業に関するこれまでの研究の蓄積は膨大な数にのぼるが，地主
制の展開と農民層分解の過程（細貝 1952;細貝 1953;古島 1957;山
田 1960, 伊藤 1972;田代 1975;牛山 1975)1)' 土地改良事業の効果（白
井 1961; 白井 1962; 大和 1960;1961 ; 鳥谷部 1966; 亀田郷土地改良
区 1971; 金沢農地事務局 1959;佐々木 1961)の2つのテーマに集約できよ
う。今，ここで，個々の研究を展望する余裕はないが，本稿の目的に関連する
諸成果を要約すると以下の 3点となる。
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1)近畿型の先進的地主制地域に対して，北陸・東北型の商品生産と流通の
未発達な後発的大地主制の典型的地域である。小作争議においても激甚
地区であり，そのピークは1920~30年代である。
2)耕地条件が極端に劣悪な状態から，急速に改善整備され， 1955年以降，
全国一の地位を獲得するようになる。排水機などに膨大な土地改良投資
が行なわれ，湿田が乾田化し，水利が整備される。この過程で旧来の湿
田型稲作栽培技術が乾田に適応したものでなかったため，一時的には収
量の減少をきたすという現象も生じた。
3)蒲原平野のなかでも地域的差違のあることが，地主制，土地改良事業研
究の双方で指摘されている。すなわち，北蒲原郡は江戸時代にすでに大
地主が数多く生まれており，紫雲寺潟干拓のような大規模新田開発やか
なり高度な水利事業も行なわれた早期確立の地主地帯である。しかし明
治期になると，なお西・中蒲原郡に比べ生産力は高い水準にあったもの
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の，停滞ないし低下しており，大正期以降は西・中蒲原郡に大きく差を
あけられていく。この原因は土地改良への取り組みの遅れである。加治
川や福島潟は今なお水害の危険性をはらんでいる。一方，中蒲原郡・西
蒲原郡は大河津分水完成までは極度の湛水地であり水害多発の生産不安
定地であった。近世の新田開発も多くは村受新田の小規模なものであっ
た。明治末期～大正期にかけ生産力は急上昇し，地主の土地集積が急速
よろいがた
に進展する。そのなかにあって，西蒲原郡の鎧潟より下流部の地域と中
蒲原郡の亀田郷は，最後まで劣悪な耕地条件に甘んじねばならず，土地
改良事業の本格的な進展は第二次世界大戦後に持ち越される（内
田 1990;内田 1991)。
以上のような既往の研究成果の理解から，蒲原平野というひとつの地理的単
元のなかでも，稲作農業の性格は，地主制・土地改良事業の歴史的発展の相違
を反映して，郡レベルではかなり異なってくる。ここでは歴史生態システムを
考察するにあたっての最も上位地域スケールのシステムとしては，郡を採用す
る。水利系統を中心に考えればより下位スケールとしての，河川によって両側
ないしは一方を囲まれた「郷」が適切である。この 2つの範囲が重なりあい，
しかも郷内だけで蒲原平野に含まれる地形要素をほぼすべて含むこと，等の理
由から西蒲原郡を最上位の地域スケールのレベルのシステムとみなし，以下で
考察を加えることにする。
3. 西蒲原低湿地の土地改良前の自然地域区分
(1)低湿地の現象形態
低湿地という語は学術用語ではないため，研究者によってもさまざまな文脈
の中で用いられている。それを大きく分けると 3つの語法がある。
1)植生としての低湿地
ていすい
沈水植物・浮葉植物・挺水植物2)の総称としての水生植物や， ヨシ，
ヤナギ，ハンノキなどの陸生植物群落がみられる範囲をさす場合が多い。
2)土壌としての低湿地
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還元化作用をもつグライ，強グライ土壌と，生成的土壌としての泥炭土
壌の分布する範囲をさす。したがって，稲の生育期に湛水する水田土壌
は，すべて還元化作用が見られるため，低湿地という範疇に入ってしま
うことになる 3)。
3)地形としての低湿地
成因• 形態•構成物質・形成時期の 4 要素のいずれか，あるいは複数の
要素の組み合わせから，低湿地の範囲が決められることが多い。
前述の 2 章で規定したように，低湿地の要素として地形• 土壌• 植生•水を
とりあげるが，上にみたように前三者に限っても，低湿地として含む範囲が大
きく異なる。本節では，地形としての低湿地が必ずしも池沼の周辺や水田の見
られる範囲に限らないこと， しかも他の要素にいずれも強い影響を与えるとい
う理由から，地形を中心にしながらも，他の要素を加味しながら自然地域区分
を行ないたい。
(2) 自然地域区分の方法
低湿地の伝統的稲作農業の地域類型抽出のための予察的手段として自然地域
区分を行なうには，それに適した方法が採用されねばならない。栽培技術や作
業能率を考えればまず田面の排水の良否および田面の堅さが最も重要な要因
となる。この要件を充たす方法として，門村浩が試みた乾弱地盤の解析法（門
村1968: 19-35) を本稿では応用する。この方法は元来，可視的な地形から表
層の土質へのよみかえを空中写真から行うものである。最小類概念として微地
形単位 (microland form units) を想定し，次に地形域 (landform area)の
設定→地形型 (landform type)へのあてはめという、より上位概念に統合し
ていく手順をとる。この結果として，門村は 6つの軟弱地盤の分布する地形型
を抽出する。この地形型を導入することによって，これまで三角州性低地，氾
濫原性低地といわれてきたところをさらに区分することが可能となる。
以下で，西蒲原郡を区分した手順を述べる。
1)新しい空中写真では耕地整備がされて，色調が自然の土地の状態を示さ
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ない。そのため，本稿では昭和22 (1947)~23 (1948)年に米軍によっ
て撮影された縮尺約4万分の 1の空中写真を主な資料とする。この空中
写真の実体視により，旧河道・自然堤防を検出した。
2)検出した現・ 1日の河道や自然堤防の分布のパターンを密度から，次の 3
つの地形面に大別した。沖積I面：旧河道の分布は疎で，不明瞭なもの
が多い。自然堤防は比較的幅が広く，列状に分布する。沖積I面：旧河
道は現河道に並行し断続的に分布する。自然堤防は幅が狭く比高も沖積
I面に比べ小さい。沖積lI面：旧河道が乱流状で非常に密であり， しか
も現河道の方向と一致しない。自然堤防は幅が狭<, 比高も沖積I・II
面に比べ小さく，分布は疎である。
3)これらの3地形面の境界の決定には，土壌図，表層地質図ならびに等高
線図 5000分の 1国土基本図（写真図）等を参考にした。
4)沖積I・II・皿面の各々につき，相対的に比高の高い面を a, 低い面を
bとした。 aには自然堤防，盛土地，ポイントバーなどの微高地が， b 
には後背湿地が該当する。
5) さらにbと色調地割で識別されるより比高の低い面を C, dとした。
cとdの区別は，色調でより黒っぽい方を dとした。
6)砂丘の間にも色調の黒っぽい低湿地が存在する。この凹地は砂丘間低地
とした。そのほか，山地・段丘など低湿地とは関係のない地形はできる
かぎり簡略化して示した。
(3) 自然地域区分面の特徴
前節の手順で区分した結果が図2であり，その特徴を一覧表にしたのが表2
である。これらを参照しながら，自然地域区分面の特徴を述べる。対象地域は
かくだ
西を砂丘や角田・弥彦・国上等の第三紀層よりなる600m前後の山地で限られ，
東を信濃川の支流である中ノロ川によって限られた半輪中的な地形である。沖
積 I面にみられる自然堤防の方向は，近世以前の信濃川の流路であり，白根郷
の中央部へと続く（白根郷普通水利組合 1945: 38-41)。これとほぼ同方向の
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図2 西蒲原低湿地の自然地域区分
旧流路が沖積Il面にみられる。かつての信濃川の河口は角田付近にあり（阪口
1964 : 289), 徐々に北西に流路をかえていったと推定される。つまり，西蒲原
郡の沖積平野を旧信濃川はどれが本川であるか判定しがたい状態で乱流してお
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り，最終的には元禄年間 (1688~1703) にこれらが現在の信濃川と中ノロ川の
2幹線河川に整理される。
この時期以降中ノロ川は西蒲原と白根郷の用水河川となり，樋管による自
然取水が行われてきた（小出1970: 147)。このような経過から，沖積I面では
近世前期に一応，生産の安定をみたとみなしてよい。沖積Il面は西川の沿岸に
ひろがる氾濫原帯であるが，左岸は比較的高燥で，戦前に耕地整理旧法 (1890
~1909年），同新法 (1909~1923年）ならびに用排水幹線改良事業 (1923~
1949年）で，区画された区域が多い（白井 1962: 48)。用水は西川より樋管で
取水される。この面に属する町村の乾田率．畜力耕転率 (1951年）はともに70
％をこえる 4)。しかし局地的には非常に低湿なところがみられる。沖積IlC, 
I d面に相当するところが，これに該当する。これらは旧潟湖や池沼であり，
泥炭・泥炭質土壌が分布する（表1, 図2)。
沖積皿面は西蒲原における最低湿地で海抜はOm前後である。平均勾配は
1/6,000~1/10,000であり，沖積 I·II 面の1/2,000~1/5,000よりもさらに
小さい。全域にわたり旧河道は乱流状を呈する。洪水パターンも南部では浸食
や堆積を伴う流速の速い洪水，北部は長期的に湛水する洪水という違いがある
（大矢 2006: 91)。
鎧潟の東側には，東南～西北方向の旧河道と微高地のパターンがみられ，他
の方向と異なる。これは湖沼の陸化による，湖岸の微高地（浜堤）であり，河
川の氾濫によって形成された自然堤防ではない。大通川，新川は用排水兼用河
川であるが，本来は弱小な野川であり，地域の最も低窪なところを流れる排水
河川である（小出 1973: 260)。そのため，これらの諸河川は自然堤防を発達
させる条件を欠いていた。
以上のことから，沖積皿 c面はある一時期の旧湖沼の範囲を示すと考えてよ
い。湖沼の面積が減少していく過程で水性・湿性の植物遺体が堆積して泥炭を
形成する。沖積皿面に泥炭・泥炭質土壌が多く分布するのは，このためである。
この面は集落分布も疎で，西蒲原郡内ではいちばん最後まで湛水田・強湿田が
残存したところである 5)。
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表 1 自然地域区分面の特徴
自然地域区分 比高 微地形単位 土地利用
自然堤防の 旧河道の
主要な土壌 表層地質
米軍空中写
形態 形態 真の色調
沖績 I面の 自然堤防． 集落 幅広い，密， 畑地土壌 砂 白っぽい
沖積 Ia面
うち，相対 ポイントバ 畑 列状に連 シルト
的に高い部 -. 人工盛 続，比高大
分 士地
沖績I面の 後背湿地 水田 疎 グライ土壌 シルト ふつう
沖積Ib面
うち，相対 旧河道 不明瞭なも 灰色土壊 粘土
的に低い部 の多い 強グライ土 砂
分 壌
沖績I面よ 自然堤防， 集落 幅狭い，や 畑地土壌 砂 白っぽい
り相対的に ポイントバ 畑 や密，現河 シルト
沖積Ila面
低い沖績lI ー，人工盛 川に平行す
面のなか 土地 るもの多
で，相対的 い，断続的，
に高い部分 比高大
沖績Il面の 後背湿地 水田 現河道に平 強グライ土 シルト ふつう
沖積Ilb面
うち，相対 旧河道 （一部は掘 行するもの 壌，グライ 粘土
"""""'●9 
的に低い部 沖績段丘 上田） 多い，断続 土壌灰色
分 的，やや疎 土壊
沖績 Ib面 後背湿地 水田 泥炭質土壌 粘土 濃い
沖積IC面 より相対的 旧潟湖 （一部は掘 泥炭土壌 シルト
に低い凹地 上田） 泥炭
沖績 ]Ib面 1B潟湖 水田（一部 泥炭土壌 粘土 非常に濃い
沖積!Id面 より相対的 は掘上田） シルト
に低い凹地 泥炭
沖績 I・II 自然堤防， 集落 幅狭い，疎 畑地土壌 砂 白っぽい
面より相対 ポイントバ 畑 現河川と方 シルト
沖積ma面
的に低い沖 ー，人工盛 向軸が異な
績皿面のな 土地 る，比高小，
かで相対的 湖成の自然
に高い部分 堤防あり
沖績皿面の 後背湿地 水田 非常に密 強グライ土 粘土 濃い
沖積皿b面
うち，相対 旧河道 （一部掘上 乱流状で明 壌，泥炭質 シルト
的に低い部 田） 瞭 土壌 泥炭
分
沖績皿b面 後背湿地 水田 やや不明瞭 泥炭質土壌 粘土 非常に濃い
沖積Ile面
より相対的 1B河道 （一部掘上 なものが散 泥炭土壌 シルト が. I[ b面
に低い凹地 1B湯湖 田） 在 泥炭 よりはやや
薄い
沖績I[b面 旧潟湖 水田 泥炭土壊 粘土 非常に濃い
沖積ild面 より相対的 （大部分掘 シルト
に低い凹地 上田）湿地 泥炭
砂丘のなか 砂丘，小浅 水田 泥炭土壌 泥炭 非常に濃い
砂丘間低地
にあって相 谷 湿地 強グライ土 砂
対的に低い 壌
凹地
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資料：①～⑮；筆者によるボーリング
⑯へ⑰；川瀬金治郎：鎧潟地区
⑱←⑲：新潟県農莱臣翠場：
⑳ 
図 3 西蒲原郡における水田土壌柱状図
図3は砂丘地から沖積I面の西川氾濫原帯， さらに鎧潟 (1963年に干拓）
?
その東側の沖積1I面の土壊柱状図である。
ンドーガーによって採取した資料である。
大部分は筆者による1978年8月にハ
ただし， 一部は既存の資料を利用し
たため， 土色は同一に論じられないが， 層位• 土性には両者の差はないとみな
してよい。
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砂丘（①～③），自然堤防（⑧⑨⑫）上を除いて，作土直下から灰～青灰色
のグライ層のシルト～粘土がみられる。地下水面も70cm以内に存在するもの
が5サンプルあり，地表水は排除されていても，現時点でさえ湿田的ないしは
半湿田的な状態にあるといえよう。④で黒泥が30~78cm の間にみられ，その
下層には洵汰の良い風成砂が存在する事実から，現在地表土にある砂丘がこの
78cm以下までもぐりこんでおり，その後に湿地が形成されたと考えられる。
また，後背湿地である⑦と，自然堤防上の⑩に泥炭が存在し，泥炭より下層
には⑩の自然堤防を形成した砂がみられないことから，⑦⑩の泥炭をつくった
湿地的な環境がいったんできたのち，⑩の20cmより上にある淘汰の悪い河成
砂からなる自然堤防が形成されたと推定される。以上の考察から，沖積I面に
おいては，まず湿地が形成され，その上をおおうようにして河川が流れこみ，
自然堤防と後背湿地の組み合わせからなる現在の氾濫原地帯ができたと結論づ
けられる。
沖積皿面に属する⑬以下の柱状図をみると，泥炭あるいは植物質を含むもの
が多い。特に沖積皿 c面に属する⑱ • ⑲では，泥炭が30cm以下から出現し，
その上を薄くシルトがおおっている。この面は泥炭が地表から非常に近い位置
から出現し，「土壌」（泥土）の不足するところである。
4. 低湿地稲作農業と自然地域区分
本章では，低湿地の伝統的稲作農業に関連する諸要素が，前章で論じた自然地
域区分といかに対応するかを集落(=大字）を地域単位とするミクロデータ
を用いて分布論的に考察する。換言すればこの考察は自然地域区分の稲作農
業における位置づけを行い，歴史的自然地域区分を「低湿地における歴史生態
システム」のサブシステムとして考えることの妥当性を検討するものといえる。
(1)水稲収量と自然地域区分の関係
自然地域区分に水稲生産力がどの程度反映しているか，水稲生産力の地域的
パターンはどんな傾向をもつかを検討するのが本節の目的である。特に前者の
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目的のためには，土地改良があまり進展しておらず， 自然環境の影響のより強
かった時期の資料が好都合である。幸い西蒲原土地改良区に昭和 8年の全集落
の水稲反収の資料6)が残っていたので，これを用いて分析を行なう。原資料
には上・中・下田別に反収が石を単位として記載されている，分析には中田の
数値を用いた。ただし集落ごとの詳細なデータは煩瑣になるので，本稿では省
略している。
a)地域傾向面分析 (TrendSurface Analysis) 7) 
集落別水稲反収のデータ総数は285である。このような多量の位置属性をも
ったデータから全体の傾向をみるのは地図の上に数値をドットしたり，階級
区分しただけでは，地域の傾向はわかりづらい。そこで全体的な傾向を単純な
パターンで示すモデルとして，地域傾向面分析を用いる。このモデルを方程式
の形で示すと，
Zii=T (Ui, V) +ei 
ただし， zijは位置にある従属変数の観測値， T(Ui,V)はその傾向 eりは
残差
となる。
地域傾向面は，地域差を曲面で表現することによって，局地的な値の凹凸を
除去した地域差を表現する（石水 1976, 石水ほか 1976)。ここでは， zは反
収データ， U,Vは直交座標の座標点であり， zをU,Vという位置関係に回
帰させることに他ならない。ところでこのモデルは全域的な成分T (Ui, V) 
を知ることができる， eiから局地的な成分を分離することができる。筆者が
対象とした事例集落などは，この局地的な要因が大きいところを意図的に選ん
でいる。この分析手法の長所を利用して，反収に影響を及ぼす局地的要因の推
定も可能となる。
b)結果の解釈
5次の地域傾向面まで計算を行った8)。その結果をまとめたのが表2である。
5次までの適合度は39%と必ずしも高いとはいえない。しかし分散分析の結果
は有意水準5%でいずれも N次から (N+ 1)次へ次数をあげて傾向面を求め
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表2 昭和8年水稲反収に対する地域傾向面の適合性
次数 適合度 N次とN+1次間 F値 次数をあげること 信頼区間
(N次） (%) 自由度 の分散比 (95%) に対する判定 (95%) 
1 3.85 2,282 6.18 2.99 ゜ 土0.122 14.23 3,279 11.26 2.60 ゜ 士0.233 22.94 4,275 7.77 2.37 ゜ 士0.294 33.44 5,270 8.52 2.21 ゜ 土0.355 38.93 6,264 3.95 2.09 ゜ 土0.38ることは意義を有することが認められた。
以下に 1~5 次の地域傾向面の特徴を略述する。 1 次から 4 次までの地域傾
向面図は本節では図4にまとめて出し， さらにいちばん適合率のよい 5次の地
域傾向面図だけは別途，図 5として示した。図4. 図5中の＋や一の4種の記
号は，規準化した残差が標準偏差土 2と士 1を示す。全体の傾向からはとりわ
けずれた集落の分布と言える。
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① 1次地域傾向面：全集落の平均反収は2.3石である。南部の西川左岸が
高く，東北方向に下降する。残差には地域的なまとまりがみられる。
② 2次地域傾向面：「横田切れ」といわれる明治29(1896)年の信濃川大
水害 9)をはじめとして，近世～大河津分水完成まで，西蒲原地方の破
堤はおびただしく，その際の洪水砂が厚く堆積して低生産地域になって
いる西蒲原郡南東部が低いパターンを示す。残差にはまだ地域的なまと
まりがかなり存在する。
③ 3次地域傾向面：下流には田潟・大潟などの埋め残し潟湖が存在した
が，ここがポケット状に近いパターンを示す。最下流域はやや高くなっ
ている。西川左岸の高燥で集落形成の歴史も古い（近世以前に成立）の
地域が，この時期においてもなお，郡内では生産力の高いパターンを示
すのば注目される。
④ 4次地域傾向面：これまでの図で示されてきたパターンに，砂丘地の低
いパターンがあらわれている。その他，沖積皿面の三潟地域（田潟・大
潟・鎧潟）の低生産性，中ノロ川の自然堤防上に立地する集落で，用水
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図5 西蒲原郡昭和8年水稲反収の5次地域傾向面
（五ヶ江用水など）の自由度が高い地域の高生産性が示されている。
⑤ 5次地域傾向面（図 5): 沖積皿面がほぼ1つのまとまったパターンと
して示される。適合度信頼区間残差を考慮すると，この地域傾向面
がこれまでの4つの地域傾向面よりも優れているといえよう。残差をみ
ると，規準化した標準偏差+2.0以上の集落が 1, +1.0以上が26, -2.0 
以上が3,-1.0以上が20存在する。正の残差は西川沿岸の諸集落が多い。
比較的高燥で水害をこうむりにくく，排水条件のよいという点が共通す
るが，個々の集落の反収が周囲の諸集落よりも高いことのローカルな要
因は，この図 5だけからは推定できない。
図5を中心に， 1~4 次の地域傾向面図のパターン（図 4) も参考にして，
以下に若干の考察を行なう。沖積 I面では中央部の五ヶ江用水取入口周辺の地
域が最も高く，以下，上・下流ともに生産性は下降のパターンを示す。沖積Il
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面では上流が高く，下流が低いとパターンなる。一方，沖積I面では閉じた円
パターンが中央部に存在し，収量曲線が凹地状を呈する。日本海に面した砂丘
地域も一つのまとまった単位として認めうる。以上述べたことから，水稲収量
のみで自然地域区分を考えるならば沖積 I・II面はさらに上流部・下流部で
2つに細分することが可能である。
一方，負の残差が 1以上の集落はほぼ例外なく泥炭が分布する範囲と一致す
る。砂丘間低地に属する北山・木戸• 谷内・中権寺村や，文政9 (1826)年に
かいがら
早潟を干拓して成立した早潟， さらに沖積III 面の貝柄• 浦村・遠藤のように三
潟周辺の集落がすべてこの条件に該当する。これらは湿地を開拓して耕地を拡
大していった潟端の集落である。沖積皿面はほぼ全域に泥炭が分布するが， と
りわけ集中的に分布するのがC'd面であり，そのなかでも特に湛水もはげし
く，開拓的色彩の強い集落に大きな負の残差が出ることが判明した。したがっ
て， b面よりもさらに低湿地な c面や d面を区別することは，水稲収量のうえ
からも意味をもつといえるのである。
c)分析における問題点
地域傾向面分析とは地域データによって作られる実際の曲面に可能な限り近
似した数学的曲面を求める手法で， もともとは地質学で鉱脈探査などに用いら
れた手法である (Davis1973 ; 山本 1972)。アプリオリに上流地域の収量が高
く，下流域が低いという想定の下で分析をはじめたが，結果はこのような単純
なパターンではないことが判明した。収量の規定要因がいくつもあり，それら
が複雑にからみあっていることが，複雑な曲面（高い次数）のパターンマッチ
ングを必要とした理由である。
この状況のなかで，上流部の東南地域が低くあらわれているのは砂質土壌に
よること，泥炭はたとえそれが局地的に分布していても，収量に大きく影響し，
全体的な傾向では説明されない局地的な傾向としてあらわれることは認めてよ
いだろう。しかし，その他の要因を 5枚の傾向図面から推定するのは危険であ
る。というのは，次数ごとの水稲収量パターンに対してこれを規定する要因が
1 : 1の対応をしながら追加されるという保証は何らないからである。
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5. 農業景観と自然地域区分
(1)農業景観要素自然地域区分の対応と地域性
西蒲原土地改良区では，土地改良区誌編さんのために，土地改良区の役員や
集落惣代らに，明治期から昭和30(1955)年頃までの農業について実施したア
ンケートを実施した10)。その原票（『西蒲原農事調票』）を 1978年に許可を得
て，回答集落ごとに主要な農業景観要素を分布図に表現しようと試みたのが図
7である。これによって，失われた低湿地の農業景観の地域性を或る程度把握
できる。 90名の回答者は郡内87集落に散在しており叫筆者が直接聞きとりを
実施した 3集落のデータを加えた90集落を分析対象とする（図 6)。
凡例
鬱 「農事調査票』回答集落
O 筆者の聞きとりによる集落
鱗泥炭分布範囲
? ?
10 km 
図6 『西蒲原農事調査票』の対象集落とその自然地域区分
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注：春期泄水と1ま，雪解水で15cm(5寸）
以上自然に湛水する耕作田をいう
A 春期湛水 B 堰上による湛水（大正期）
〇部落耕地の5割以上
● 5割以下
0 ヤチの分布
?
●部落耕地の10~7割が湛水
菖 I 6~4 I 
● I 3-1 I 
?
ト柳・杭
祖草珪
・塗畦
F 田舟の分布
• 明治～大正年間に消城
ム戦前に消滅
• 戦後に消滅
t 対象部落
0 5 ,o向...... 
図7 『西蒲原農事調査票』による昭和30年頃の農業景観の地域性
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図8 巻における水収支
a)春期湛水（図 7A) 
図8はソーンスウェイト (Thornswaite1948)の方法により，巻町の水収支
をダイヤグラムで示したものである。蒲原平野は典型的な裏日本気候を示し，
秋～冬の降水量が多いのが特色である（図8)。
稲の収穫時の 9月以降，降水量がふえ，やがてそれは雲にかわる。利用可能
な水の量は，降水量から蒸発散位12)を差し引いた量であるが， 9月～翌 5月
までは水が過剰であり，一部は土壌中に貯えられるか， 12月 ~2 月までの降雪
はそのまま大半が地表に残り， 3 月中旬~4 月上旬にかけての融雪水になって
田面にあふれる。
そのため西蒲原地方では代かき水にはさほど不自由しない。しかし， 6月の
田植え時には，平均的な年では水の不足はないものの，蒸発散位が上昇するた
めに充分とはいえない。降雨が少ない年には，低湿地でありながら用水の確保
に苦労するのである。 9 月 ~11月にかけての収穫時には水が過剰になり，土地
改良前には田舟を利用して刈りとったのである。
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このような気象条件を念頭に入れて，図 7Aをみると，砂丘地を除いてほ
ぼ全域で春期湛水がおこっているのがわかる。とくに沖積皿面や排水河川にそ
った集落では，集落耕地の 7~10割が湛水するところが多い。湛水の理由はひ
とえに水の過剰と排水条件の不備による。他地域にみられるような苗代・田
植水の確保のために元来なら乾田になる田に湛水していた嵐嘉ーが述べるよう
な事例（嵐 1975: 23) 13)は，筆者の調査した範囲では存在しなかった。
b)堰上げによる湛水（図 7B) 
春期湛水が自然の湛水であったのに対し，これは人為的な湛水である。この
分布の特色は，沖積I面にいちばん多く， より標高の低い沖積1lI面には南部を
除いて，ほとんどみられないことである。この理由として，大通川・木山川・
飛落川といった本来は排水河川である川に用水を得る目的で，稲の植付期間（ふ
つう 4 月 ~g 月）に堰を設けるため，堰の上流側一帯が湛水することが考えら
れる。
堰を設ける位置は，堰による灌漑域のなかでは最も標高の低いところである。
そのため，ひとたび降雨があると最初に冠水するのは堰の周囲であり，下田，
すなわち湿田と評価されていた。この堰上げ湛水は，本来なら湛水しない地域
が湛水するのであるから，この堰をめぐって上流側の集落と下流側の集落は対
立する。次に示す史料は木山川の嵐堰付近の耕地をめぐって，下流側の水沢新
田の地主が申し合わせたものである。
差入申念書之事
西蒲原郡共和村大字下大原地内ノ内字嵐潟（地番）三反七畝拾六歩
右之地所前所有者渡辺輿五郎殿儀去）レ明治弐拾五年中共和村大字上大原何
氏嘉左衛門へ売却談判在増行届候へ共元来来此旧嵐潟新田ハ往古ヨリ横戸
水沢両村ノ用水溜池ニテ数百町耕地依テ以テ灌慨罷在リ必要不可欠地所成
ニヨリ享保年中ヨリ幾多ノ訴訟等差起り干辛万苦漸ク今日マテ持続罷在リ
容易二他村へ売却等不相成者ナルヲ以テ之水沢新田地主協議ノ上前期談判
を取消シ右地所買受ケ之水沢新田村ノ共有財産卜致シ候•…•• （以下略）
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（潟東村公民館所蔵『大字水沢新田文書』 1911)
嵐堰によって湛水していた場所は嵐潟新田とよばれ，水沢新田ほか各集落の
共有地となっていた。土地利用としては大部分が原野のまま残され叫貯水池
的機能をもっていた。勾配の少ないこの地域では，わずかの堰上げによる水位
の上昇でも上流部は広範囲にわたり湛水する。上流側の大原ではこのような人
為的な湛水地が広く存在したのである。
嵐堰の堰上げ湛水に代表されるように，標高差の乏しい地域では必ずしも
上流側有利の水利慣行が形成されるとは限らず，むしろ下流側に有利な慣行が
成立する地形条件を有するのである。この地形条件に加え，下流側集落が上流
側集落よりも力関係で優位にある場合，この慣行はいっそう強まる。湛水に苦
しむ大原集落は大正2 (1913)年，排水機を設置しようとしたが，集落内に適
当な場所がなく，やむを得ず下流の横戸地籍内に設置することになった。その
際，以下の史料にみるようなきわめて不利な約定が下流集落との間に結ばれ
た。
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上下両大原排水機設置二付約定書
作徳米ハ横戸•水沢新田共借地一歩ニッキ米五合ノ別両大原ヨリ両大
字へ納付ノ事
排水江筋二対シ橋梁八ケ所ヲ架設，掛替修繕等ハ上下両大原ガ負担ノ
コト
排水路ハ排水機ヲ使用シテ排水スル場合以外ハ使用スルコトヲ得ズ
排水路呑口間門ヨリ嵐堰二至ル門ノ通称嵐堤防及嵐堰以下両岸堤防中
洩水ノ場合ハ何時ニテモ排水機運転ヲ中止スルコト
大字横戸大字水沢新田字上田字前田耕地ノ悪水ハ排水機ニテ両大原ガ
無償排水スルコト
排水機呑口間門ヨリ嵐堰二至ル門ノ通称嵐堤防及嵐堰以下両岸ノ堤防
ハ双方ノ立会ノ上修繕ヲナスコト……右二要スル費用ハ両大原七分横
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戸水沢新田参分負担スルコト
排水路東江丸巾参尺高適宜西江丸巾六尺高田面ヨリ弐尺江筋巾参間二
掘竪スルコト（一部省略）
（大字水沢区長蔵『大字水沢新田文書』 1913)
下流の水沢新田は天領であり，大原は村上領であったため，常に水利の交渉
は大原側が不利であり（岩田 1937:17-20), その慣行が明治期以後も継続さ
そえ
れた。特に史料の最後の条項のように，排水路利用の条件として，用水用の添
ぼり
堀（史料中では「江丸」）を掘削させられるということが，この地域ではよく
見うけられる。
c)掘上田（図7C) 
堰上げ湛水に関係が深いのが掘上田である。掘上田とは，排水不良の低湿地
に田を造成する際，田の一部を犠牲に堀（水面）とし，掘り取った土を堀の両
側にあげて，水面すれすれにつくった田のことであり，この堀のことを堀潰れ
とか，掘上げとよぶ。低湿地の景観としてきわめて特色のあるものであるが，
分布は低湿地の一部に限られる。図6と対照させると，沖積I・沖積I面に多
いことがわかる。特に集落耕地の 5割以上が掘上田であるのは，排水河川であ
る大通川沿岸の集落である。堰上げにより堰の上流側に広範な湛水地ができる
が，そこを原野のまま放置せずに田地とする場合，田面が低いので，耕地の一
部を水田にして面積を犠牲にしながらも，田面を高める努力がなされた。
しかしながら，掘上田は堰上げ湛水地域以外にもかなり存在する。沖積I面・
沖積皿面の西川沿岸の掘上田は，早潟，藤蔵新田，田潟，鎧潟などのように，
旧潟湖，旧河道など湿地を開墾したところである。これらの掘上田は地方名と
して「ウネ田」とよばれている場合があるが，景観としては変わりない。掘上
田の地盤高は低いが，その地盤が軟弱であることを意味するとは限らないとい
う籠瀬良明（籠瀬 1974:274)の指摘は注目すべきである。
成立要因の異なる 2 種の掘上田は昭和22~23年撮影の米軍1/40000の航空写
真で分布がわかる。上流側に「掘上田」，下流側に「ウネ田」という明確な対
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照がみられる。なお両者の形態の細かい検討は後に行なう。
d)ヤチ（図 7D) 
ヤチとは湿地を意味し，農業的土地利用がされずに，原野の状態のまま放置
されている場所をいう。植生としては， ヨシ群落， ヨシーマコモ群落，マコモ
群落の 3種に大別できるが，ふつうは前二者をさす。ヨシは屋根材料，雪囲い，
コマイと呼ばれる納屋の土壁の代用，簑立漁のシテ贅など， きわめて利用範囲
が広い。そのため低窪地を田とせず， ヨシ原として残しておいたのである。
この分布は沖積皿面に多く，沖積I面や沖積1I面には比較的少ない。この分
布の状態はかつての集落内にヤチの存在したところすべてを示している。これ
らの集落の中には，開田されて昭和30年の時点では存在しない所も含む。ヤチ
の所有は集落共有のところと，個人有のところがある。同一集落でヤチが個人
有・集落有の両方あるところも 4集落あるが，概して大正期以降は個人有が多
い。ヤチの開田は，ヤチの所有者が集って開田組合を結成した漆山のような例
もあるが，多くは耕地整理を契機として消滅した。また，農地解放後に自作農
が個人的に開田していった例もある。
e)畦（図 7E) 
畦は大きくは3種類にわかれる。
塗畦は田面から泥土を平鍬であげて作った普通一般に見られる畦である。畦
には大豆• 小豆を植えることが多かった。草畦はヨシ・マコモ・クサスゲを 1
~2m 幅で刈り残して畦の代用にしたものである。冬から春にかけて田面の
湛水がおびただしかった場所では，塗畦を作っても 1年たてばまった＜跡かた
もなくなる。草畦ならば流失のおそれはなく，そのうえ冬の季節風により水面
に波浪がおこると泥土が草畦に付着するという利点もある。この泥土は春の耕
起時に田に入れる。田面の高さをあげるとともに，肥料としても役立つ。
柳や杭は田の水を貯溜する機能はまったくなく，単に田の所有（占有）境界
を示すにすぎない15)。この後二者は，湛水地特有の畦といえよう。これらの畦
の分布をみると，草畦や柳・杭は沖積Il面の鎧潟周辺と沖積1I面に多いのがわ
かる。
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f)田舟（図 7F) 
屋敷と耕地の間の当時の交通手段としては，徒歩• 牛馬・リヤカー• 田舟が
考えられるが，道路が貧弱で畦畔も草畦や柳・杭のところでは，田舟が唯一の
手段である。田舟の分布は沖積I面が最も多く， しかもその消滅時期がほとん
ど戦後である。消滅の理由としては，土地改良による農道整備が第一にあげら
れる。これに対し，沖積I面の西川沿岸では田舟自体が存在しなかったところ
も多く，その消滅時期も相対的に早い。
以上6つの指標から農業景観と自然地域区分の関連をみてきた。これまでの
考察をまとめると，①沖積皿面が低湿地としての様相を最も色濃くとどめてい
る，②沖積 I面と I面の明確な農業景観上の相違はみられない，③堰上げ湛水
に限れば，沖積 I面と I面の区分ははっきりしている，の3点に集約できる。
(2)水害のタイプと自然地域区分
氾濫，湛水被害，逆流氾濫がある。この 3つのタイプのどれが発生しやすい
かは，時代と地域によって異なる。大河津分水完成まで破堤氾濫が被害の最も
大きな割合を占めていたが，それ以後は湛水被害の割合が相対的に増加するこ
とは既に述べた。
ここではどの地域にいかなるタイプの水害が多いかを考察する。明治年間の
破堤箇所の分布を西蒲原郡内に限って検討する。信濃川と西川の分流地点から
信濃川と中ノロ川の分流地点までの間で 7か所，中ノロ川の白根より下流で信
濃川との合流地点までの間で6か所，中ノロ川・信濃川の合流地点の鷲ノ木・
こうや
興野付近で12か所，その他で3か所となる（新潟県史研究会 1968: 619)。特
に河川の分流点や合流点で破堤が頻繁に発生している。その付近では自然堤防
は比高・規模ともに大きくなる。この高燥で平坦な地形のため，用水の確保が
困難であるのに加えて，砂質土壌のために保水力も悪い。土地利用は果樹園
（梨・ビワ）や桑畑が卓越する。水田にした場合は収量が他地域に比べて劣る
のは明白である。沖積 I面において上流側が収量の低い理由は，この地形・土
壌条件から説明される。
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表3 鎧潟周辺地域における第二次世界大戦前設立の水利組合
水利組合名 設立年 面積 目的 水系 区域
（町）
巻町始三ヶ大字普通水利組合 M.27 98 用排水 西川 巻＋，堀山新田，植野新田十
共和村外用水路普通水利組合 M.28 23 用水 新川 島方，上大原，下大原
大字島新田普通水利組合 M.29 23 用排水 西川 島新田
大字潟頭普通水利組合 M.29 79 用排水 新川 潟頭
大字山島新田普通水利組合 M.29 23 用排水 新川 山島新田
大字河井普通水利組合 M.29 106 用排水 新川 河井
大字柿島普通水利組合 M.29 22 用排水 新川 柿島
大字赤縮普通水利組合 M.29 31 用排水 西川 赤縮
真田普通水利組合 M.30 56 用排水 西川 真田
天竺堂普通水利組合 M.30 82 用排水 西川 天竺堂
漆山始四ヶ大字普通水利組合 M.32 338 用排水 新川 漆山，山島柿島寺潟，古志田
横戸村外ニヶ村普通水利組合 M.34 722 排水 新川 遠藤，横戸，水沢，今井，
大曽根丙茨島，番屋
押付普通水利組合 M.35 124 用排水 西JI 押付
矢島村古新田字潟端普通水利組合 M.36 47 用排水 西川 矢島＋
漆山灌漑普通水利組合 M.36 77 用水 新川 漆山，古志田，寺潟
大字上大原外ニヶ大字普通水利組合 T.3 69 用排水 新川 上大原，下大原島方
大字今井外三ヶ大字普通水利組合 S.8 ？ 排水 新川 大原
新川疎水組合 M.28 8472 排水 新川 *l 
山島悪水堰普通水利組合 S.3 2852 排水 新川 *2 
巻普通水利組合 ？ 用排水 西川 巻＋，鎧潟＋
西川北部普通水利組合 S.9 3054 用水 西川 巻鎧潟，升潟，曽根赤塚
白根村始十八ケ村水害予防組合 M.25 ？ 治水 中ノロ川 *3 
西川
信濃川
上郷水害予防組合 M.38 7680 治水 中ノロ川 *4 
西川
信濃川
（資料）『設立申請綴』，西蒲原郡土地改良区所蔵文書。『新潟土木年鑑』収録の「水利組合
名簿」， 1939, 新潟県農地部農地建設課『新潟県の土地改良事業の展開その 1 —治
水と水利機構の確立』， 1973,所収の 2資料より筆者が編集。
注： 1) +はその集落• 町村の一部であることを示す。
2)関渉面積と設立は，変遷や誤差が若干あるが，『設立申請綴』の設立年を優先した。* 1 巻，漆山，中野小屋，鎧郷，曽根，升潟，四ツ合，大原，黒埼，味方，坂井輪
*2 横戸，水沢，遠藤茨島番屋，今井，国見，大曽根，矢島，真田，天竺堂，中郷屋，
葉萱場
*3 巻鎧郷，升潟，曽根，赤塚内野十，坂井輪，峰岡，中野小屋
*4 白根，島方，横戸，味方五之上，鳥原，木場井随，黒鳥，新貝，中野小屋，升潟，
曽根，坂井，矢島押付，七穂巻
*5 島上，燕和納，鎧郷，吉田，漆山，味方，小池粟生津，小吉，松永，米納津，道上，
月潟，小中川＋
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表4 西蒲原郡の戦前期揚水機
集落名 揚水機 原動 目的 実揚程 受益面積 経営主体 備考
据付年 機 (m) （町）
高山村受 T.9 蒸 灌 2.3 18 個 新田灌漑
横尾受新 T.5 蒸 排 1.2 916 普
船越 T.4 奎早 灌 3.0 46 耕
猿ヶ瀬 M.44 蒸 排 0.9 16 :1: ,r、
吉田 T.8 石 灌 3.6 3 個
国見 T.2 石 排 1.4 108 士ノ‘ 
真田 T.2 石 排 1.9 12 集落一部 S.23電動化
割前 T.2 石 灌 1.5 1 個 新田灌漑
割前 T.3 石 灌 3.6 1 個 新田灌漑
矢島 M.37 蒸 排 2.4 50 普 S.23電動化
中郷屋 M.37 蒸 排 0.9 50 共 S.23電動化
天竺堂 M.37 石 排 1.8 79 普 S.23電動化
上泉 M.31 蒸 排 1.2 35 ノ丑‘ 
升潟 M.37 石 排 1.2 50 辻ノ‘ 
長所 M.37 蒸 排 0.9 124 普
巻町 堀山新田 M.25 蒸 排 1.8 97 共 日本初の排水機
/ 巻 M.43 蒸 排 2.4 130 耕 S.2 電動化
黒埼 寺池 M.45 蒸 排 2.1 89 個
ケ 本地 M.44 蒸 排 1.8 300 普
漆山 桜林 T.2 石 排 4.5 55 耕
ケ 馬堀 T.2 苧耳 灌 1.5 3 個 新田灌漑
み’ 漆山 M.33 蒸 排 1.5 334 普 S.24電動化
ケ 漆山 T.3 蒸 排 1.5 350 普 S.23電動化
;, 河井 M.37 蒸 排 1.5 97 普 S.30電動化
I/ 山島 M.37 蒸 排 1.5 57 .±1: ノ‘ S.24電動化
I, 赤縮 T.5 石 i‘佳幸 2.4 7 地
四ツ合 前田 T.2 蒸 排 1.2 llO 普
ケ 西田 T.2 蒸 排 1.6 298 普
（資料）：農林省食糧局『農業用揚水機調査 第3次』， 1992, より筆者作成。
（注）：略号は次のとおり
1)原動機 蒸：蒸気，電：電気，石：石油
2) 目 的 排：排水用 灌：灌概用
3)経営主体 個：個人 耕：耕作組合 普：普通水利組合 共：共同経営
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湛水被害は標高の低い沖積m面が最も大きいが，沖積 I面・沖積I面でも，
ヤチといわれるような場所や， C・d面などの低窪地では発生する。とりわけ
湛水被害の大きいのは沖積皿 C・d面の鎧潟周辺である。大通川・木山川・飛
落川の排水を貯水する鎧潟であるが，貯水量の限界を超えると水があふれ，そ
の東側にある御封印野に流入する。御封印野は近世以来長らく遊水池である鎧
潟の二次的遊水池としての機能を任されてきた。
一方，潟縁の村落は各々の潟端の開墾地を除外して，囲堤（囲い土手）と呼
ばれる田面との比高 1~2m 程度の堤防を築き，潟からの溢水を防いだ。寛
永4 (1627)年に建設された長岡藩の曽根組の諸集落を囲んだ宝光寺土手が最
初である16)。以後，明治期まで小規模な囲い土手建設は続く。潟の水面の縮小
とともに，囲堤は潟の内側へ前進していくのである。
この囲堤の内側が本田である。堤外の田ば湛水すればほとんど収穫が皆無と
なる犠牲田的な性格をもつものであった。明治23(1890)年の水利組合条例に
より，水利土功会制度が廃止され，国の定めた制度にもとづく水利組合が生ま
れる。この組合の範囲もこの囲堤の中の 1~数集落を単位としたものが大半で
あった（表3)。
明治25(1892)年に日本で最初の蒸気排水機が巻の堀山新田に設けられて以
後（農業発達史調査会 1955: 241), 排水を主目的にした揚水機が急速にこの
地域に普及するが（表5)' この排水機による排水域はすべて囲堤の内側に限
られたのである。この堤外地が沖積皿 d面の全域と皿 c面の一部が相当する。
逆流氾濫は洪水により河川の水が逆流して発生する氾濫である。自然の野川
である西川は，本来は左岸地域の排水河川であるが，河床水位が高いため，西
川に流入する矢川では，洪水になると西川の水が逆流し氾濫がおこった。これ
ひそやま
を防ぐために考えられたのが樋曽山隧道で，矢川の末端の水を水位の高い西川
に流入させず， トンネルによって直接日本海へ放流させることであった。天保
年間からこの案は考えられていながら，技術的な困難さから施工にはいたらな
かった。昭和 8 (1933)年にようやく着手し， 6年後の昭和14(1939)年に完
成した。
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このような逆流氾濫は新川の場合，その下流域で特に顕著であった。新川は
内野で日本海に放流していたため，塩水が逆流し，そのために田地にも塩害が
生じていた。これを防止するため，新川下流には逆流留間門が新川疎水普通水
利組合によって設けられていた（金沢農地事務局 1959: 256-305)。
上の 2つの例でみたように逆流氾濫は， 2つの河川の水位の差のある場合の
合流点付近や，海に注ぐ河川の下流の標高が潮位とほぽ同じか，それ以下の地
域に発生する。西蒲原ではその発生は沖積I・沖積I面に限られる。沖積 I
面には上に述べたような地形や河川が存在しないため，まったく発生しなかっ
たのである。
(3)低湿地農業の類型
以上，筆者が試みた自然地域区分にそって，農業の諸要素との関連をみてき
たが，自然地域区分に農業要素が必ずしもうまく対応しない場合もでてきた。
この不整合を考慮に入れ，西蒲原郡の分析から蒲原の伝統的稲作農業の類型を
試案として示すと次のようになる。
I. 氾濫原型 1稲作中心型
I扉作従型（畑作型）
I. デルタ型
皿泥炭地型（湖沼型）
Iの氾濫原型は沖積 I・Il面が相当するが，サブタイプとしては， 自然堤防
ー後背湿地の規則的な配列がみられ，後背湿地で稲作を行なう Lと，沖積I面
の南西部のように，たび重なる破堤で自然堤防が不規則で大規模になり，用水
の便が悪く， しかも砂質土壌のため，稲作は従で，果樹や畑作が卓越するしに
分かれる。氾濫原型の特色は，洪水時のみに一時的な河川のオーバーフローが
みられるが，ふだんは安定した稲作地となる。扇状地に比べ傾斜は緩やかであ
るが，灌漑方式としては重力灌漑である。勾配が少ないため氾濫原のところど
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ころに低窪地を作り，そこに水が滞溜する。水利慣行においても，扇状地のよ
うな勾配のより大きな地形での上流優位・下流不利という原則がここでは必ず
しも成立するとは限らない。
水の属性としては移動性と滞溜性がある。氾濫原型ではこの 2つの属性がと
もに機能してある一定の水利秩序を作りだしていると考えられる。単位面積あ
たりの収量は標高が下がるにしたがって低くなる。ただし，破堤氾濫の甚しい
し型では，砂質の度合が大きくなるほど収量は減少する。
Iのデルタ型は水の滞溜性がより強く機能する。勾配は氾濫原型よりもいっ
そう緩やかになるため，排水がいちばん重要な水対策となる。また，湛水に適
応した特異な農業景観や農作業様式が見られるのである。収量に関しては，標
高が高→低に変化するにしたがって，大→小になる。沖積皿面が相当する。
皿の泥炭地型は，かつて湖沼・湿地であったところで，水生植物の遺体が完
全に分解せずに泥炭となって残っている地域における農業類型である。泥の不
足と水の滞溜性が大きな特徴である。この類型は，これまでにのべた氾濫原や
デルタの中の凹地に独立して存在する。また砂丘列（砂堆）の間にも見られる。
収量に関しても，周辺の地域に比べて大きな隔差が存在する。泥炭分布の範
囲がかなり広い場合は，泥炭の最も厚く堆積した地点を収量の最低点として同
心円状に増大していく傾向をとると考えられるが，一般には集落単位で収量を
検討しても 1~3 集落が周辺の集落よりも低いというローカルな分布をとる。
このローカルな傾向の検出に，集落単位で収量のデータがある場合には，地域
傾向面分析の残差をみることでほぼ判断できることが実証された。
この類型は，蒲原平野の場合，砂丘で閉塞された内湾の中に，河川が流入し
土砂を堆積してデルタを形成していったという地形形成過程を考えるならば，
最後に埋め残された凹地と考えることができ，伝統的稲作の進化系列における
最後のフロンティアとみなしうる。
6. 低湿地における生態システム
ここではもう少し広い枠組みの中で，低湿地の民俗語彙や開発過程を位置づ
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けてみたい。
(1)低湿地開発のエコプロセス
こうや
中ノロ川の両岸には連続した自然堤防の形成がみられ，金巻• 興野などの集
落が立地する。この自然堤防とは明らかに方向の異なるのが，蔦菰新田・来
ば
場・貝柄•大関をつなぐ一群である。これらの自然堤防群は，旧流路の方向に
沿ったものと解釈するよりも，前項で触れた新砂丘Iの連続と考えるほうがう
まく説明がつくようである。つまりは砂堆が土地の沈降あるいは水流の侵食に
よって地表から消滅した後その上に河川の氾濫による堆積が行なわれたと考
えられる（梱根1985)。
このような水腐地では，耕地の拡張は潟湖の開墾によって行なわれた。その
方法は，遠藤では聴き取りによれば，次のようなプロセスをとった。
1)マコモやヨシを切り倒して，開墾用の鎌で切株の残る腐食質の地面（こ
の地方の呼び名でエゴ）を掘り起こす。その上に潟の底にあるゴミと呼ばれる
か
泥土を掻き上げる。マコモはヨシよりもより低湿なところに自生する植物で，
ていすい
水面下に根を持つが，葉を地上に広げる挺水植物である。マコモを開墾した田
をノマ田と呼び， ヨシを開墾した田をヤチ田と呼んでいる。
2)上のような田は潟の水位の上下によって浮沈する不安定なものである。
ゴミを侮年投入して田面の安定を図っていく。
3) 冠水から稲を守るために潟端に堤塘を築く。その高さはせいぜい 1~
1.5m程度の簡単なものであり，水位の上昇によって崩れることもままあった。
4)排水をよくし，少しでも田面を高くして湛水から免れるように，一部の
田を犠牲にして掘り下げ，この土を田面に客土する。これが掘上げ田（ウネ田）
と呼ばれるもので，低湿地でかなり普遍的にみられた適応形態である。掘上げ
田内にみられる水路は土壌の排水を助ける機能のほかに，田舟が通行できる水
路の役目もした。
このようなプロセスを経て，過湿な潟端がしだいに地盤の安定した水田にな
っていく。なかにはこの作業さえも水が多過ぎて不可能な場所もある。そこで
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は，腰までつかるような泥田のままの状態が続き，ゴミ田と呼ばれていた。
ここで取り上げたさまざまな地方名を持った水田の名称は，むらの生活空間
の分類に対応する。むらびとは自らが居住・耕作し，漁携を行なう場所をカタ
（潟）， ノマ，ヤチ（谷地）， 夕（田），ハタケ（畑）， ウチッケ（内附）と分類
している（野間 1979)。ウチッケとは屋敷周りの自家菜園的な畑と苗代を併せ
た呼び名で，自然堤防などの微高地上にある。植物群落としては，厳密には陸
地側から水面にかけて， ヨシ群落， ヨシーマコモ群落，マコモ群落の 3つに分
かれ，その変化は漸移的である。しかし，空間の呼び名としては，ヤチとノマ
の2つに区別されている。
一方土壌も水分•砂や腐植質の含有状態から，ベト，ゴミ，ベナ，スナの
四つに分類される。スナは文字通り砂質土壌を指し，ベナとは開墾しようとす
る粘土塊で，これを切り取って開墾しようとする場所に投入することもあった。
ゴミは水を非常に多く含んだ泥土のことを指し，腐植質もそこには含まれる。
ベトがいわゆる通常の土壌のことである。ゴミを潟端のマコモやヨシの生い茂
るところにできるかぎり付着させて土壌生成を促進する。こうしてできた水田
がノマ田とかヤチ田，ガス田と呼ばれるもので，未だ完全に土壌になっていな
い腐植質（泥炭）が多く含まれた過渡的な水田である。
このような開墾過程は，小作農民が地主との軋礫を避けるために，公有水面
を農地にして，平穏におさめようとする志向が働くこの地方特有の労働慣行（千
葉 1977) として位置づけることが可能である
三潟地域では排水の整備は文政年間 (1818~29) の新川開削が契機となった。
大正年間から昭和戦前期かけての県営大通川，木山川，飛落川改修工事によっ
て新川の水位はさらに低下し（内田 1990;内田 1991b), 戦時中の食糧増産
計画の掛け声の中で，干拓の最終段階を迎えることになった。
(2)土地に関する民俗分類
土地に関する方名には，元来，小字名やかつてこの地図で割替の単位となっ
た「割区」名のようにある一範囲を確定する機能をもつものと，土地の状態を
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表5 土地に関する民俗語彙成分の組み合わせ
主要後
(B) 夕 ヤチ ハラ アゼ
付加語 （田） （谷地） （原） （畦）
(A) 
ヨシ 十 十 十
カヤ 十 十
ガツボ ＋ ＋ ＋ 
Jヽス ＋ 
クグ ＋ ＋ 
ガス ＋ 
ノマ ＋ ＋ 
ブタ ＋ 
イグリ
オイカタ
ヤチ 十 十
ノ 十
モッカ ＋ 
ドブ 十
ゴミ ＋ ＋ 
ベト
ウネ ＋ 
ホリアゲ ＋ 
サガリ
オカゲ
＋：付加語 (A) と主要語 (B)の結合が可能なことを示す。語順はA+B。
-: 付加語 (A) と主要語 (B)の結合が不可能なことを示す。
オコシ
（起こし）
＋ 
＋ 
十
十
示す方名との 2種がある。前者は日常の行動において，たえず口にされる方名
でインデックス (index)的性格が強い。これに対し，後者は土地の評価を含
んだ多少なりともタクソノミー (taxonomy)的性格を有するものである。
しかし，ここで私が試みようとしている作業は，土地に関する方名の分類体
系の特異性や，その言語構造ではなく，民俗分類の背後にある，農民の環境観，
換言すれば，方名の弁別要素を見いだすことにある。
表5はこれまでにでてきた土地に関する方名を前後2つの成分にわけ，各々
53 
闘西大學『文學論集』第56巻第 1号
の成分が他の成分との結合が可能かどうかを一覧表にしたものである。＋の記
号が結合が可能な語彙素である。語彙素の結合構造としては非常に単純な次
の2つになる。
i . 主要語 例：ゴミ (B), ベト (B), ノマ (B), ヤチ (B)
i . 付加語＋主要語 例：ヨシ (A) +ヤチ (B), ノマ (A) +夕 (B)
3つの成分が結合した方名は私が採集した語彙の中にはまったくなく，用い
た主要語は夕（田），ハタ（畑），ヤチ（谷内• 谷地），アゼ（畦）に開墾を意
味するオコシ（起こし）の 5つである。
付加語はその形状から次のグループに分かれる。すなわち，ヨシ・ガツボ・
カヤなど単一植物名の方名からなるもの，イグリ・ノマ・モッカなど植物の集
合体（腐食したものを含む）と土壊名，この 4つである。
表から判明することは列挙すると，次の 5点に集約される。
1) ヨシ・ヤチ・ガツボ・クグといった水生植物と結合するのは，アゼだけで
あり， ヨシダ，ガツボダとはいわない。これらの植物は田という範疇には
含まれない。
2) ガス・ノマ・ブタ・モッカという植物の集合体は，夕と結合する。植物が
腐食することによって，まったく名前が変わり， しかも， ヨシの腐食した
ものも，すべて同じイグリ・オイカタ・ガスなのである。用いる方名が集
落によって，人によって異なるにすぎない。
3)オコシは，ノマ・ヤチと結合するが，ガス・イグレ・ブタとは結合しない。
オコス（開墾する）とは，ガツボの切り倒し，その上にゴミをのせて何年
か後に結果としてできるものが，イグリ・ガス・ブタなのである。
4)土壌的な名称としては，ゴミがあるが，これはアゼ・タと結合する。ゴミ
タとはドブタと同義であり腰まで没するような泥深い田のことである。ま
たゴミアゼとは，ゴミを寄せるアゼである。この 2つの用語例からわかる
ように，ゴミは水分を非常に多く含んだ泥である。これに対し，ベトはい
ずれの主要語とも結合しない。夕になるには当然ベトの存在を前提とし，
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ベトのある所に，オコシは必要ないのである。ベトとは水分をふくまない
表土を意味し，これまでに何度も人間の力によって耕されてきた土なので
ある。
5)サガリ・オカゲは， 4) までにあげた方名とはやや性格が異なる。いわゆ
る下田と上田という評価を伴った方名である。ドブタやヤチダもサガリに
含まれるものであるが，以下の考察では， ドブタのような特殊な名称をも
っていない，いわゆる「湿田」の方名として用いることにする。
次に，表5で考察したことを考慮に入れて，方名の分類体系の試案を提示す
る（図 9)。
方名にはその包含関係によって，上位から下位まで，いくつかのカテゴリー
のレベルが存在する (Berlin1973 : 214-242)。
a)生活空間
レベル0とはタ・ヤチ・ノマ・カタ・ハタケのような生活空間全体をさす名
称だが，このようなものは存在しない。ただ蒲原の低湿地は，ハマ（浜）の人
からいえば，ヒラバ（平場）である。お互いの生活空間を客観的によぶ時に用
いられる言葉であり，方名とはいいがたい17¥
レベル 1は， タ・ヤチ・ノマ・カタ・ハタケ・ウチッケである。ヤチ・ノマ
がこのレベルで明確に識別されているのが興味深い。
レベル2では以下の4種の田が分類される。①ノマダ，②ヤチダ，③ドブタ・
ガスタ・ゴミタ，④ホリアゲダ，ウネダ。またヤチは表5では3つに分けてあ
るが，ヤチとは元来はヨシヤチをさすもので，他は比較的珍しいヤチである。
b)土壌
ベトとゴミが異なることはすでに述べたが，ベナもベトとは明確に異なる。
新川の底の泥（ゴミ）の下にある粘土塊がベナであり，グライ化が進んで青い
色をしているため，青ベナとよばれることが多い。フンダギリをするのは，ベ
ナであり，ゴミではない。このベナによって田潟は農民の手で少しずつ干拓さ
れていったの。スナのなかに青ズナというのがあるのも，砂壌土などにみられ
るグライ層の中の砂をさすと思われる。
55 
閥西大學『文學論集』第56巻第 1号
多< 田面（池沼）における水の量 地目テ少I等級? ? ?
?
?
?
?? ? ?? ?? ?
． ー ー ー ? ＿ ＿
ぃ???
土
壌
の
形
成
???
F14J=-
―ーーー
·4`
―皇144¥
；會
r
．9.1i
拿着書遍書
r
會這•
?
?
?
． ． ?
。． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ?
。 ?
?
???
?
『
?
?
?
?
? ?
．?
?
―
?
―?
．ァ
?
??
? ?
??????
??
???
?
?
??
シミ｛｝ャ
i
ャ~—リリ↓
? ?
「?ー ． ― ? ? ? ????? ?』?? ?
??
?
? ?
??
?
?
??????
?
??
? ?
? ?
― ― ?
?．
•— 
?
池
こ力ロヽ
?? ?
＿ ー ? ? ?
?????
ベト--. 
！ 
:1水
l 
I 
:1田
田
??
?
?
? ?＿?
????
池沼
---- Iヽス
一ガツボ
,.,.,.,. マ ヨシ
、一コ：：
―――ー ベト
I 
I 
I l 
l I 
I I 
1 l"'ooooo守油
I ~ オカケ §1
e<≫O<: 〇-l ___________ ------------------
中田
上田
池沼的水国-----—水 田 I中田 I上田下 田
土地に関する方名
嶋.一響曇鰤疇●攣鴫鯵 ノマ .......... ヤチ
、。西Oぷ砂 浮きヤチ —··-· 一.ー ホリアゲ
ロロ＝ロロガス・オイカタ・イグ ．．暑息・ ホリアゲ（ウネダ）
”田臼峠 ドブ l)0<300000oo オカゲ
～サガリ
図9 土地の民俗語彙のスペクトル
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これまでの考察から，低湿地の民俗土地分類の本質的な弁別要素は水の多さ
一言すれば田面と水面との相対的高度—~と土壌の形成の有無である。こ
の2つを，横縦軸を配して，土地に関する方名の位置関係を示したのが図 9
である。ノーマルな土壌の形成段階は左上から右下への方向に位置する場合で
ある。
ガツボが群生するなかで，湖岸に近くて便利なノマを開墾し，イグリ（ガス）
をつくる。徐々に地盤が固まればホリアゲにする。ホリアゲ（ウネ田）はまっ
たくの自然灌漑• 排水の田である。しかし籠瀬 (1972: 272-274) も指摘する
ように掘上田の地盤は軟弱ではなく，一応の収穫は毎年確保できるのである。
このノーマルな方向から逸脱する民俗語彙に，ヤチと比べて土壌の形成が悪く
浮沈するウキャチ（浮きヤチ）や，水が過剰で掘り上げ田にできないドブがあ
る。福島潟の水面にある浮島がウキヤチに該当する（豊栄市立博物館 1976: 4)
(3)土壌のフローを中心にした低湿地の歴史生態システム
筆者は第5章で蒲原平野の低湿地類型を大きく 3つに分けた。旧稿（野間
1980)であとりあげた西川町真田は氾濫原型の事例として，潟東村遠藤は泥炭
地型（湖沼型）の事例といえる（ともに現在は新潟市となっている）。ただ，
一つの集落でも土地条件の違いにより，氾濫原型，湖沼型など複数のタイプの
性格を持つことが考えられる。特に湖沼• 泥炭型はデルタ型への進化タイプを
とる。時間とともに泥炭は土壌中から消えていき，ベトに変わっていくのであ
る。
図10は土壌のフロー（流れ）を中心にして，蒲原平野の湖沼・デルタ・氾濫
原の生態システムの相互関係をまとめたものである。
農民が生産の安定を得る最も簡単な方法は客土である。そのため「一寸一倍」
のことばまで生みだされたのである。ゴミ，ベト，ベナのうちどれを客土する
のかの区別は，その土地が如何なる生態をしているかによって異なる。マコモ・
ヨシを腐食させてイグリを作るのは，ゴミを投入して行う。また，屋敷からの
距離によっても規制される。しかし何よりも重要なことは，ベトの不足という
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図10 蒲原平野の低湿地の歴史生態システム
点である。この点は高谷好ーが東南アジア稲作農業の 4類型18)の一つとして
けんまえ
のべている，「湿地の稲作」の特色にきわめて類似する。軒前制（浅沼 1973;
中村 1968;中村 1976)による「耕地の細分」と「大耕地制」という矛盾した
関係から生まれてきたものは，草畦に代表されるように，小さなシステムの中
でゴミを毎年移動させることであった。掘上田の場合も，その作りあげたゴミ
を田面に盛土し，田面を嵩めるとともに，ゴミを肥料にもするのである。
湛水地では大豆粕や化学肥料を投入したところで流失してしまう。それより
も， もっと手近かにあるゴミを利用して土肥にしたのである。
ところで民俗分類によって分けられたようないくつかの土地に，それぞれ，
それに適応した品種が選択されている。遠藤では，ヤチ田・ノマ田・ドブ田と
いわれる所は，ほとんど例外なく晩稲が作付けられていた。上田にいくにした
がい中稲• 早稲の比率が遠藤では高くなっていった。
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図1 農民の認識による品種配置（中蒲原郡中之口村，現・新潟市の事例）
野間 (2001) による。
一方，真田では『坪刈帳』の分析からその逆の配置が見られた（野
間 1980)。この理由の説明としては，農地条件の安定度の違いとみなした。し
かし両者は果たしてどちらが，より一般的な形なのであろうか。これにヒント
を与えてくれるのが低湿地の品種配置の図11である。沖積 I面に属する中ノ
口村の一部で， 自分の所有田について早• 中・ 晩のどの品種がよく出来るかを
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農民への聞き取りによる結果を図示したものを私が簡略化し，さらに小字名を
追記したものである。
期せずして，旧湖沼跡である小字「沼」や泥質の後背湿地は，泥炭を土壌中
に包含するため晩生種が適し，その配置は自然堤防上に立地した集落から最も
離れた，他集落との境界部に存在する。また，各集落のまわりから周辺へ早生
地，中生地晩生地とほぼ順に分布しているのが分かる。試みに標高点のはっ
きりした63の地点から部落までの距離を計算すると，早生地195m,中生地
270m, 晩生地645mとなる。分散分析の結果は， F0.05<F = 17.2で，でこの
配置は有意なことが証明される。
［付記］
本稿は，平成17年 9月に関西大学に提出した学位請求論文『湿潤アジア稲作
社会の歴史生態研究』の第2部日本のうち，新潟平野の歴史生態システムと題
した部分（第 6 章•第 8 章を再構成したものである。審査の労をとっていただ
いた橋本征治高橋誠一，松浦章教授に謝意を表したい。水沢新田での史料閲
覧では，故• 岡村七治氏にまた，当時土壌や微地形の現場での見方について
は，高橋学（現・立命館大学教授）氏に現場まで来ていただき，議論したこと
がなつかしい。なお，本稿では一部に，行論の関係から，旧稿の図を引用した
ことをご容赦願いたい。また製図に関しては古家真貴さんに世話になった。記
して，お礼申し上げる。
注
1)市町村史類まで含めるとこの他にも多数にのぼるし，史料集もかなりの数が刊行されて
いる。この中で，新潟県 (1956: 1957 : 1963)は基本文献であり，資料的価値も高い。
2)沈水植物とは植物全体が水中にある水草（例：フサモ，クロモ），浮葉植物とは根は池
底にあり葉だけを水中に浮かしているもの（例：ヒシ）亨挺水植物とは岸辺に最も近い浅
水域に生息し，茎の上部や葉は空気中にぬきでる植物（例：ヨシ，マコモ，ガマ）である。
3)水田土壌は人間の労働により改変されている人工的土壌としての側面をもつため，森林
土壌など他の土壌とは分類の体系も異なる。
4) 1951年の県統計表式調査の数値は以下の通りである。
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乾田率（％）
畜力耕実施 区画整理率
面積率（％） （％） 
赤塚村 94.1 98.5 83 
峰岡村 85.9 55.2 74 
岩室村 94.0 95.4 85 
弥彦村 84.4 70.6 1 
巻町 91.5 72.8 100 
曽根町 100.0 72.8 99 
吉田町 100.0 94.8 ゜和納村 100.0 95.5 11 
粟生津村 95.9 87.2 57 
5) 1951年の県統計表式調査の数値は下記の通り。
乾田率（％）
畜力耕実施 区画整理率
面積率（％） （％） 
升潟村 62.0 53.1 64 
中野小屋村 56.9 82.1 86 
黒埼村 6.8 71.2 69 
四ツ合村 17.9 49.4 4 
6) この資料は，新潟県が市長村別に収量と契約小作料を把握するために実施した調査の原
資料である。実際に坪刈を実施して反収を算出したのでなく，県→市町村→集落への照会
に対して，総代らがその都市の平均的な反収を申告したものと思われる。そのため，必ず
しも均質な資料とはいえない面もあるが，当面の分析にはさしつかえない。ただ若干の集
落で過大と思われる数値があるが，本稿では修正せずに使用した。
7) Muller (1973 : 228-242)はアメリカ合衆国におけるエーカーあたりの純収益の傾向
面分析から，チューネンモデルの有効性を検討している。この場合，アプリオリに東岸の
メガロポリスからの同心円構造を想定しているため， 2次の地域傾向面が最も重要な傾向
面として認定されている。人文地理学では石水ら (1976)が先鞭をつけ，加賀美 (2004:
52-63)は日本の脳卒中の地域差を305の単位地域を従属変数として分析し，地域類型を地
図化している。
8)使用したプラグラムはSPSSの重回帰分析である。
9)「明治29年7月新潟県ノ洪水ハ近古無比ノ大災ニシテ県下全部多少ノ被害ナキハナシ其
ノ最モ大ナル信濃川沿岸タル西蒲原南蒲原 中蒲原三島古志北魚沼等ノ諸郡ニシ
テ就中西蒲原郡ヲ以テ最モ大ナルモノトス而シテ湛水今尚減却セサル為メ未夕詳二被害ノ
状況ヲ精査スルヲ得ス」としながらもおおよその被害状況を記している。西蒲原郡だけで
も家屋建物の流失6000余，死傷30余名，田畠の流失240町歩，浸水田畠18000町歩であり，
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被害は西川以東全域に及んだ（新潟県 1896: 1-6)。この災害を契機に，明治27(1894) 
年以来行なわれてきた舟運のための低水工事である「信濃川河身改修工事」の無効性が証
明され，これ以後大河津分水実現への運動が再燃するのである。明治29年の洪水の分析
は内田 (1991b)参照。
10)西蒲原土地改良区の区誌は，当時の区誌編集室長の久保安夫らの献身的な尽力により，
86年に大部の著書にまとめられた（西蒲原土地改良区 198lab;同 1982)。しかし，この
農事調査は郡全体の傾向を述べるために利用されているにすぎず，本編で著者が試みたよ
うな「景観の地域性」の視点は乏しい。
11) 203名にアンケートを送付し，うち回収し得たのは108名（回収率56%)で，この中で回
答に不備があった18名を除外した90名を有効回答とした。
12)広域における土壌面や植生からの蒸発と発散のすべてを合計した蒸散量が，水が充分に
供給されているときにどれだけあるかという量であり，可能蒸発散量ともよぶ。
13)筆者が知る滋賀県の事例では，古琵琶湖層群がみられる蒲生，甲賀郡の丘陵地帯の樹枝
状谷や平坦地では，安定した水源を欠くために春期湛水が広範囲に行われた。このような
ところは半湿田として．レンゲなどの豆科作物は栽培しても，麦の作付けは少なかった。
14)一部には稲を植付けるが，その時期は他の田の植え付けをすべて終えた後であり，晩稲
で冠水に強い品種が選ばれた。
15)杭を境にして 3寸ずつは作物を植えつけてはいけないとされていた（潟東村遠藤の事例）
16)享和 3年 (1803)の三潟水抜一件書類の文書には次のように記されている（斉藤順作
1967 : 18)。
乍恐以書付奉願上候
鎧潟之義者兼而御承知被下置候通 上郷拾万石余之悪水落溜リ，殊二雨続之節者大通川・
今井通川・飛落通川・遠藤通川四ケ所ヨリ悪水吐下ケ娩二早通川壱筋二而引落申候。然ル
所古来右曽根組矢嶋・押付．旗屋・曽根村等之村々田所井二御封印野江鎧潟之悪水押開．
夫ヨリ田潟江順水仕候二付，左迄鎧潟に相湛不申，当組村々迷惑筋モ薄御座候処，九拾七
年以前寛永四亥年宝光寺土手卜申新規二築立曽根組村々之田所相囲候……
17)ハマとヒラバはお互いに物質交換を通じて，機能的なもっていた。一例を挙げると，真
田では海岸の砂丘地帯の角田浜．越前浜，五ヶ浜から塩（専売制以前），イワシ等の海産物，
燃料にする松葉や薪，スイカやサツマイモが入ってきて，真田からは米が移出された。
18) デルタ，扇状地平原．湿地の 4 類型。湿地類型は無耕起• 無施肥のマレー系列の稲作
でかつてチャオプラヤデルタの海岸湿地で見られたことを念頭において高谷は類型化し
た（高谷 1978)。
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